
想定外の成長 

令和８年が始まりました。新しい年の初めにあたり、やはり思いを新たにさせられます。

いつもと同じ１日だけど、やっぱりお正月は特別な１日だなあ。 

とはいえ、お正月付近はさまざまなテレビ番組、特にスポーツイベントが

放映されることが多く、私もつい見ハマってしまいました。郷土校の活躍に

とどまらず、プロならではの迫力のある試合展開に、胸が熱くなりました。

毎年恒例の「箱根駅伝」の興奮も一入（ひとしお）でした。青山学院の５区

黒田朝日選手の快走。血湧き肉躍るとは、このことです。 

その黒田選手の快走にも目を奪われたのですが、総合優勝を果たした青山学院大の原監

督のコメントにも驚かされました。そのコメントは、昨年（令和 7年）1月の新体制（今回

の優勝チーム）に向けた、次のような言葉です。 

「今のままでは（来年の箱根で）優勝する確率はゼロ％だ」 

 総合記録１０時間３７分３４秒。これは当時の最高記録を３分４５秒も更新する新記録

で、驚くべきものです。いわゆる歴史的な快挙。そんなチームが確率ゼロ％だったなんて。 

 拝読したインタビュー記事によれば、もちろんこの言葉は「選手へのハッパかけ」の意味

合いもあったようですが、それにしてもすごい変化です。実際、シーズン初戦の出雲駅伝で

は７位、続く全日本大学駅伝では３位と苦戦。この記録も私たちから見ると大変素晴らしい

のですが、本人たちにとっては惨敗に近い敗北と受け止められていたとか。 

 その敗北を経ても、青大原監督の練習メソッドを信じる信念は揺るがなかったとのこと。

どれほどの地道で苦しい練習がなされていたのか、想像に難くありません。そして、それを

成し遂げた学生たちの成長に、原監督は次のような言葉で評価しました。 

「学生って１年でこんなにも変わるもんだな」 

 なるほど、納得。 

 迎えた箱根駅伝当日。作戦名は「輝け大作戦」。大エースの黒田選手のみならず、一人ひ

とりが「それぞれの立場で輝いて、一体感を持って取り組む。必ず大手町（ゴール）に一番

星で帰ってくる」と、原監督はその心を説いていらっしゃいます。 

自分が今日は及ばなかった敗北を、悔しさなどのネガティブな感情ではなく、憧れやとき

めきという素直でポジティブな願いを込めて受け止め、明日の自分の姿を夢見る。自分とは

違う勝者の生き方から学び、変化をいとわずなりたい自分を形作っていく。勝者や敗者とい

う枠組みを超え、一人ひとりの個性的な物語は、他者との協働の中で紡がれていくのですね。 

いよいよ３学期、本年度の最後の学期です。「なりたい自分になる」ために積み重ねてき

た学びにおいて、大きな節目を迎えつつあります。これまでの学びの中で、多様な仲間が集

う学校という場所だからこその戸惑いや憤りなどを感じたことも少なからずあったことで

しょう。むしろ、その違いは自分自身の成長には欠かせない「新しい見方」かもしれません。 

３学期は（も）、他者との違いに一人ひとりが寄り添い、「へ〜」と言い合える仲間であっ

てほしいな、と多くのアスリートたちの宴に感動しながらではありますが、楡木っ子たちへ

の願いを強くしたお正月でした。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

令和８年１月９日 

文責 余宮 
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